
2017年度　名古屋工業大学　前期理系　第４問

問題 複素数平面上の原点 Oと異なる 2点 A(®)，B(¯)に対して

3®2 ¡ 6®¯+ 4¯2 = 0

が成り立つ。3点 O，A，Bを通る円を Cとする。

(1)
®
¯ を極形式で表せ。ただし，偏角 µの範囲は¡¼< µ · ¼とする。

(2) 円 Cの中心と半径を ®を用いて表せ。

(3) 3®¡ 2¯ を ¯を用いて表せ。

(4) 次が成り立つとき ®を求めよ。

j 点 zが円 C上を動くとき w = i zも C上にある。

k ®+ ®は正の実数である。

l 3®¡ 2¯ = 2
B
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